
１ 障害者支援施設 愛正園  

総括 

国は令和 6 年度の障害福祉サービス等報酬改定において地域移行・地域生活維持

支援等の体制整備に対して評価することを示しておりますが、愛正園は利用者様の

障害の重度化・疾病の重症化、介護するご家族様の高齢化・関係の希薄化、在宅サ

ービスの地域格差等の要因から、施設入所支援、生活介護サービス及び短期入所事

業に限定した役割を続けること、愛正園らしい当たり前の日常生活を提供すること

に取り組みました。 

しかしながら、新型コロナウイルスをはじめとする周囲の状況から感染対策を継

続せざるを得ず、取り組みに対する課題は多く残っております。 

また利用率が令和 5 年度に 30％を切った短期入所事業は、回復の兆しが見えて

きており、令和 6 年度は利用率 34.7％まで回復しています。 

 

（１）事業内容 

ア 施設入所支援 

イ 生活介護サービス 

ウ 短期入所事業 

エ 日中一時支援事業 

オ 指定特定相談支援事業 

 

（２）事業実施状況 

  ア 利用者様の支援については、障害の重度化・疾病の重症化が顕著になり、医

療的ケアの必要性が増大し、同系医療法人だけでなく地域の医療機関と連携し

対応しました。また「看取り支援」についてもご家族からの強い希望を受け

「最期まで自分のお部屋で生活する」ことを現在も継続して支援しています。 

   

  イ 職員について、配置基準は数字上充足していましたが、利用者様への高品質

なサービスの提供や利用者様の高齢化・障害の重度化・疾病の重症化にともな

って増大、増幅、多様化する支援内容や必要量に対して、経験や技量を満たし

た要員の不足は否めないため、人材確保・職員の定着に継続して取り組みまし

た。具体的にはキャリアパス制度を利用し４名の職員が国家資格を取得したほ

か、アクティブシニア(65歳以上の就労希望者)の積極的活用や障害者雇用にも

取り組みました。 

 

  ウ 新型コロナウイルス感染症対策について、①利用者の安全確保 ②提供する

障害福祉サービスの継続 ③職員の安全確保に取り組み、施設内で新型コロナ



ウイルス感染症の発症は 1例もありませんでした。感染症対策は引き続き徹底

していきます。 

エ 「障害者の虐待防止」「障害者の差別解消」「施設における身体拘束・安全

保護」「被虐待者保護」「親の老い・家族関係の希薄化・親亡き後問題」等の

対応として、利用者様お一人おひとりの安全保護対策の周知徹底、被虐待者を

保護するための住民基本台帳事務における支援措置手続き代行等、その都度状

況に応じて対応しました。 

 

オ 事業別実施状況 

〇 施設入所支援 定員 60名  

入所者様 60名に施設入所支援サービスを提供しました。1年間の退所は急

逝された２名で、新規入所者は待機者の中から入所の緊急性を考慮して決定

し、空床期間を極力縮めるよう努めました。 

 

〇 生活介護サービス 定員 65名(施設入所 60名を含む)  

      今年度も新型コロナウイルス感染症対策を最優先したことから、家族によ

る面会や個人外出等の制限、日中利用の受入れ制限等により、充分なサービ

ス提供ができませんでした。 

  

〇 短期入所事業 定員 20名 

コロナ禍で利用を控えていた地域の利用者の方々の定期的な利用が次第に

増えてきました。しかし東京都内から長期的に利用されていた利用者様の中

で、出身区内の施設入所が決まり、契約解除となった利用者様が 2ケース続

きました。 

また、医療的ケアの必要な重度障害者の利用相談がありましたが、同系医

療法人内の病院や地域の医療機関では対応困難との判断により、やむを得ず

お断りしたケースも多くありました。 

短期入所の利用率については、コロナ禍前の令和元年は 87％、令和 5 年

度は 29％、令和 6 年度は 34％でした。わずかながら回復の兆しはあるもの

の思うように回復せず苦慮が続いています。 

 

〇 日中一時支援事業 

      市町村の地域生活支援事業の一つで、高萩市を含む近隣の４市と提携して

います。今年度も昨年度同様新型コロナウイルス感染症の影響もあり利用希

望はありませんでした。 

 

○ 指定特定相談支援事業 

      相談支援専門員 2名体制で地域との連携を図りながら、法人内施設の利用

者様を中心に相談支援事業を実施しました。 



 

（３）利用状況 

ア  利用者様の状況            

 

 

 

 

 

イ 障害支援区分（障害者のみの区分…障害児は区分が三段階のため除く） 

施設入所支援 生活介護事業（含入

所者） 

短期入所 

区分１ ０名 区分１ ０名 区分１ ０名 

区分２ ０名 区分２ ０名 区分２ ０名 

区分３ ０名 区分３ 0名 区分３ 1名 

区分４ 0名 区分４ 1名 区分４ 1名 

区分５ 2名 区分５ 8名 区分５ 6名 

区分６ 58名 区分６ 68名 区分６ 10名 

合 計 60名 合 計 77名 合 計 18名 

平均区分  5.9 平均区分 5.8 平均区分 5.3 

 

ウ 短期入所事業等 

 

※ 短期入所(定員20名)の利用率は、前年度の 29.9％に対して 6年度は 34.7％ 

となり、僅かながら増加しました。 

 

エ 計画相談支援 

策定

月 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

計画 13 1 3 7 1 1 5 13 0 8 2 1 

モニ

タリ

ング 

17 11 19 5 9 28 9 15 10 5 10 28 

 

 

施設入所支援 男 性 女 性 平 均 

現 在 数 26名 34名  

平 均 年 齢 56.0歳 58.5歳 57.4歳 

平均入所期間 10.5年 15.0年 13.1年 

 延 人 数 延 日 数 

障害者短期入所 750名 2,533日 

障害児短期入所 0名 0日 

生活介護サービス 1,927名 1,927日 

日 中 一 時 支 援 ０名 ０日 

合  計 2,677名 4,460日 



 

（４）職員配置状況（R7.3.31現在） 

 

 

 

 

 

 

（５）実習生および研修生等受入状況 

ア 介護実習 

期 間 学校名 学年・人数 

5/14～6/25(7日間)                高萩清松高等学校 ３年生 4名 

７/2～７/12(8日間) 高萩清松高等学校 ３年生 2名 

9/10～11/26(11日間) 高萩清松高等学校 ３年生 1名 

 

イ 介護等体験 

期 間 学校名 学年・人数 

7/15～7/19(5日間) リリーこども＆スポーツ専門学校 4年生 １名 

    

 

（６）地域における公益的な取組（地域貢献活動） 

ア ボランティア受入 

・行事参加の高校生ボランティア 

・清掃ボランティア等 

 

イ 地域交流 

新型コロナウイルス感染症対策のため地域交流は実施できませんでしたが、高

萩市社会福祉協議会からの依頼で、赤い羽根共同募金の時にお配りするイラスト

作成と施設内で赤い羽根共同募金活動を行い、代表して職員が高萩市社会福祉協

議会へお届けました。 

 

以上 
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１ 2 ４ 31 3 3 5 (2) (１) 14 63 


